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考古学研究会東京例会第 43 回例会（第 3 回若手研究者発表会）               2017/01/28 

縄文時代における屋外土器埋設遺構の研究 
東京大学大学院人文社会系研究科考古学専門分野修士課程 太田圭 

１．はじめに 

▽土器埋設遺構とは？ 
►呼称：「土器埋設遺構」に統一、出土地点による呼び分け（山田 2007・古澤 2012 に準拠） 
►定義：原則として１個体の土器を意図的に埋設した遺構。埋設土器の最大径の２倍以上の

直径の土坑から出土する土器、墓坑の副葬土器や集中した土器片は除外する。 
 

２．研究略史 

▽土器埋設遺構の研究＝屋内土器埋設遺構中心の研究 

▽土器埋設遺構研究の段階 

Ⅰ．「埋甕」の発見と用途推定              …１９５０～１９７０年代 

Ⅱa．属性分析の蓄積と民族学の援用（幼児埋葬説定着） 

b．埋設行為の背景の考察               …１９８０年代 

Ⅲ．集落論的考察・他要素との関連の考察と客観的な分析 …１９９０年代～ 

 

▽これまでの研究の課題 

①決定的な証拠がない 

②機能を「子どもの埋葬」に固定化 

③用途追究の研究史 

④客観的分析の不足 

  

３．研究の方法と目的 

土器埋設遺構の基準設定、土器埋設遺構の集成項目の設定、土器埋設遺構の利用 

 
４．対象とする時期と地域 

▽対象時期（表１参照）…統一した時間軸を設定する。 

▽対象地域（表２、図１～４参照） 

 
５．分析結果 

▽土器埋設遺構の動向 

土器埋設遺構は対象地域において、中期後葉４期にピークをむかえる。 

▽一般的埋設属性（定量的分析の結果） 

 

 

 

 

 

 

 

埋設姿勢：正位 

埋設部位：胴上半 

打ち欠き部位：胴下半 

底部および他部位への穿孔：なし 

器種：深鉢形土器 

法量：器高・最大径ともに１０－３０ｃｍに集中 



2 
 

▽出土位置からみる土器埋設遺構の一側面 

・水場遺構と土器埋設遺構（古澤 2012） 

・単独出土と群集出土（渡辺 1970、佐々木 1984） 

・「指標」となる土器埋設遺構（水沢 2000、後藤 2009、立田 2014） 

 

▽時期別にみる出土位置タイプ―「指標」機能からみる集落内空間構造の確立 

①住居域への埋設 

全時期を通して主体、時期が新しくになるにつれ、他の出土位置から住居域埋設にシフト。 

 

②住居集中域外埋設 

中期までは主体であったが、後期に入ると急減する。 

⇒環状集落と関連が強く、中央広場や住居域の縁辺部・中央広場に埋設される。後期におけ

る集落立地の変化や前期後半以来の場所に対する長期間にわたる利用意識の低下により、

減少した可能性。 

 

③住居域外埋設（配石・土坑がともなう） 

いずれの時期にも継続して存在し、露出属性をもつものが一定数存在する。 

⇒住居域外における特定の場の形成を示し、「指標」として存在したり、集落内における特

定の空間（例えば墓域・祭祀域）を区画・形成したりしていた可能性。 

 
④遺物集中区に埋設されるものがある。 

住居域埋設とともに中期後半から増加すし、半数が群集出土するタイプ。―従来「送り」

行為が推定。 

⇒集落内の屋外土器埋設遺構から読み取れる区画機能が中期後葉に出現・発達し、後期には

明確化したか。集落内の特定位置の占有という意味で屋外土器埋設遺構の群集出土タイプ

を捉えることが可能となる。 

 

６．課題と展望 

▽注目すべき属性（課題） 

・場と土器埋設遺構―出土位置と埋設属性 

・露出属性 

・横位埋設土器 

・住居址覆土埋設土器 

 
▽これからの研究（展望） 

・土器型式にもとづく文化圏と土器埋設遺構 

・定量的な分析と定性的な分析 
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後藤信祐 2009「栃木県における縄文中期後半～後期前半の「埋甕」の諸相」『野洲考古学論

（後藤 2009） 
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佐々木藤雄 1984「5 屋外単独埋甕と共同祭祀」『帷子峯遺跡』 pp.366-367（リスト 59） 

立田 理 2014「北海道の埋設土器・埋設遺構集成」『北日本縄文時代埋設土器・埋設遺構集

成』pp.9-142 

古澤妥史 2012「胴下半を欠く埋設土器について一」『新潟考古』23 pp.19-36（リスト 93） 

水沢教子 2000「居住空間と居住外空間の境界」『更埴条里遺跡・屋代遺跡群（含む大境遺跡・

窪河原遺跡）―縄文時代編―』pp.340-341（リスト 75） 

渡辺 誠 1970「縄文時代における埋甕風習」『考古学ジャーナル』40 pp.9-17（リスト 25） 

表１.土器型式による時期区分 

表２．分析対象遺跡リスト 



4 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．中部高地（上段左：長野県、中：山梨県域）、群馬県域（上段右）、神奈川県域（下段）

図４.千曲市屋代遺跡群中期後葉４～５期における遺構変遷図 
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図５．時期別にみた埋設姿勢の割合 

図７．時期別にみた埋設部位の割合 

図８．時期別にみた法量分布 
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※本発表の対象地域を中心とした東日本における縄文時代中期以降の土器埋設遺構を取り

扱った主要な論文・報告の一覧である。東北・北陸の論文については含められていないもの

もあり、東海地方・西日本の関連論文・報告は含めていない。 

※研究黎明期の報告は、遺跡報告書等の文献も一覧に含めたが、1970 年代以降の報告書は

含めていない。各遺跡の報告書でも屋内土器埋設遺構を中心に報告・考察は多く掲載されて

いる。 

※リスト左端枠に★がついている文献は、土器埋設遺構に関する研究史がまとめられている

ものである。興味のある方は参照していただきたい。 


